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国内債券市場におけるSDGs債の市場拡大に伴い、債券投資家と発行体が、従来のIRミーティングの枠を越えて、

お互いの長期的な課題やSDGsの取組みについて対話を行うエンゲージメントの機会が増えています。

先般、日本学生支援機構（JASSO）が発行したソーシャルボンドを学校法人四條畷学園（以下、四條畷学園）が

購入、併せて四條畷学園からJASSOに対し投資表明がなされました。

四條畷学園は、2026年4月に創立100周年を迎えるタイミングであることを踏まえ、今回のエンゲージメント対談に

臨みます。

【対談概要】

日時 ： 2026年2月6日

投資家 ： 学校法人 四條畷学園

理事長 小谷 明 氏

発行体 ： 独立行政法人日本学生支援機構

理事長代理 榎本 剛 氏

モデレーター ： ＳＭＢＣ日興証券株式会社

公共法人部長 和田 祥美

※四條畷学園総合ホールの図書館（愛称：「いもりねmanabi館」）会議室にて実施

はじめに
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和田

イントロダクション

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

四條畷学園は2026年4月に創立100周年を迎えるとのことですが、学園の概要や歩みについ

て教えていただけますでしょうか。

小谷理事長

陸前高田市
総務部財政課長
小野寺氏

学園では令和4年度から学園の100周年に向けた第

三次中期計画がスタートしています。主要テーマは少

子化の進行により厳しさを増す環境下での経営体質

の強化など第二次中計の継続課題への取り組みの

徹底と100周年関連の課題になります。今般、100周

年に向けた目指すべき学園像について、学園のシン

ボルでもある「くすの木」になぞらえ、「学び“kusunoki

model”(クスノキモデル)」としました(右図ご参照)。特

に「教育の原点」と「学園の原点」という二つの原点に

立ち返り、「感謝は学びの根になる」というイメージを

共有し、実践躬行することを重視していきます。そして、

建学の精神にふさわしい学びの場を目指し、学生・生

徒・児童一人ひとりを学園のシンボルである「くすの

木」のようにしっかりとした根を持った人材として育て

ていきたいと考えています。

この度100周年を機に学園が立ち戻る原点として、“こ

どもの未来”ファーストで何事にも取り組むことを掲げ

ました。そして、在籍中に“学び続けること”を会得す

れば、どんなに社会が変化しても対応できる「生きる

力」を備えた「人をつくる」ことができると考え、学園の

「目指すべき姿の共有」のために、Tag LineとLogoを

策定しました。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

四條畷学園は牧田宗太郎、環兄弟により大正15年（1926年）、四條畷高等女学校として創立

され、その後幼稚園、中学校、新制高等学校、小学校、短期大学、大学、保育園を開設し、

総合学園として発展してまいりました。

建学の精神は「報恩感謝」です。牧田宗太郎、環兄弟は、母に対する報恩の心を表すために、

史情豊かな四條畷の地を選び、教育の理想を実現させるべく四條畷高等女学校を創立しま

した。創立当初より一貫して品性人格を磨く、人間教育に力を注ぎ、品性人格は実践の中か

らこそ身に付くものであるとの方針のもと、教育を行って参りました。
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学園は地域に愛され信頼される学園、地域に貢献する学園をモットーに歩み続けてきました

が、これらが、学園内外のつながりをより強固なものにすることを願っています。

100周年を迎えるにあたり、これからも地域社会に有為な人材を送り出していくことはもとより、

学園自体も地域社会を構成する一員として、皆様のお役に立ち、頼りにされる存在であり続

けられるよう努力してまいります。そして、110年、120年、そしてその先の学園の発展に向け、

ステークホルダーの皆さま方とともに、「学ぶ喜びをずっと。」という言葉を胸に、進めていると

ころです。

まず、100周年おめでとうございます。「建学の精神」

は、教育機関としての拠り所であり、それをベースと

しながら、“学び続けること”を在籍中に学ぶことで社

会に出てからの「生きる力」を身につけるという考え

方は素晴らしく感じました。人材育成は、国の存立

に関わるものであるとともに、一人ひとりにとって、学

び続けることは、社会において自分らしく生きていく

上で重要なことです。学生の学びを支え、次代の社

会を担う人材の育成に貢献するという当機構の理念

にも合致するところです。

ありがとうございます。100周年を迎えるにあたり、「教育の原点」と「学園の原点」という二つの

原点に立ち返るということですね。日本学生支援機構様、今のお話を聞いたうえでの感想を

お聞かせいただけますか。

和田

榎本理事長代理

鉄道・運輸機構
経理資金部
資金企画課長
高嶋氏

策定の背景として、時代の変化を前提に、これから

の学園が目指す姿を、「“知識”を学ぶ場」から「知識

や体験を通じて“学び続けること”を学ぶ場」へと明

確にしたメッセージとしました。学びの形は変わって

も建学の精神は受け継がれます。創立者の牧田宗

太郎は14歳から小学校の教員として教える立場とな

りましたが、80歳で生涯を閉じるまで66年に亘って

教え続けるだけでなく学び続ける人生でした。普遍

的な言葉の裏に、創立者からの思い、代々教職員

の中に受け継がれてきた精神、学生・生徒・児童へ

のまなざしが込められたものと考えています。

四條畷学園
理事長
小谷氏

日本学生支援機構
理事長代理
榎本氏

和田 日本学生支援機構様、ありがとうございます。

四條畷学園様、100周年記念事業を進めていらっしゃるかと思いますが、進捗状況について

ご説明をいただけますか。
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令和8年度学園創立100周年の記念事業として、これまで総合ホールの図書館（愛称：「いもり

ねmanabi館」）やイベント等にも活用できる食堂（愛称：「くすのき食堂」）、小学校などのリ

ニューアルを実施してきました。今後は、記念事業の総仕上げとして、大東市駅周辺整備事

業と並行し、①学園キャンパスの顔になるエントランスの整備、②払下げ予定の学園町キャン

パスの中央を通る市道、と新たな送迎進入路の整備を中心に進めております。払下げを受け

る市道部分は、陸上トラックを2コース整備する予定です。

四條畷学園様、ありがとうございました。

それでは続いて、日本学生支援機構様の概要についてお伺いできますでしょうか。

和田

小谷理事長

榎本理事長代理 今回、学研都市線を使ってまいりましたが、途中に、「徳庵」「鴻池新田」「住道（すみのどう）」

「野崎」と江戸時代の参詣道の名残をよく残す駅が続き、「四条畷」も歴史的な重みを感じさ

せる名前であるとともに、利便性の高い地域として発展し、その駅前に学園施設が立地して

驚きました。学園が駅前に立地している理由についてお聞かせいただけますか。また、出来

上がりはどのようなものになりますでしょうか。

小谷理事長 まず、「駅前立地」であることの経緯についてお話します。創立時に立地を決める要因となっ

たのが、創立者の教育理念「人をつくる」や「生徒ファースト！」 への強い思いからです。

創立時のエピソードとして「すべてが生徒本位で行くという意味で決めた。値段が高いとか安

いとかいうより、教育上の便利、それが将来生徒に対する幸福であることを信じて、ここに決め

ました。」という創立者の発言が残っています。

大東市の駅周辺整備事業により、駅前ロータリーが整備され、ペデストリアンデッキが利用開

始されれば、文字通り、「徒歩0分の駅前キャンパス誕生!」ということになります。地域に開か

れた学園の象徴として看護学部前は開放的なオープンテラスとなる予定です。そして、その

前面には、学園ブランドの象徴である“総合学園”の銘板と「NAWAGAKU」のモニュメントを設

置します。エントランス門は創立の頃から創立者と教職員、生徒たちの歩みを見守り続けてき

た学園のシンボルとも言える飯盛山稜線シルエットのデザインを施し、借景の飯盛山を含め

て、入学式や卒業式などの新しい「NAWAGAKU」の“映えスポット”となると期待しております。

榎本理事長代理 日本学生支援機構は、奨学金貸与事業を戦前から行っていた日本育英会と留学生関連事

業を行っていた4団体が整理・統合することで、2004年（平成16年）4月に設立されました。設

立にあたり、「教育の機会均等に寄与するために学資の貸与及び支給その他学生等の修学

の援助などを通じて、次代の社会を担う豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成に資す

ること」などを目的としております。 

事業内容につきましては、「奨学金事業」が最も大きな柱となります。経済的理由により修学

が困難な学生・生徒さんに対する支援であり、予算的にも、割いている人員的にも一番大き

い事業です。そして日本人留学生の派遣、外国人留学生の受入れなどを支援する「留学生

支援事業」と、キャリア教育・就職、障がいのある学生や固有のニーズのある学生などを支援

する「学生生活支援事業」の3本柱で事業を行っています。

当機構の事業は、学校の皆様のご協力なくしては成しえないものと考えています。この場を

借りて御礼申し上げます。
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設立の目的が、「教育の機会均等に寄与する」ことであり、経済的理由により修学が困難な学

生・生徒さんに対する支援を戦前の日本育英会の時代からされていたということで、長い期間

にわたり多くの学生の教育を支えてこられたのだと改めて感じているところです。奨学金事業

について詳しく教えてください。

和田

奨学金については大きくは貸与奨学金と給付奨学金に分かれており、特に返還の必要のあ

る貸与奨学金は、さらに無利息の第一種奨学金と、利息が付く第二種奨学金に分類されま

す。給付奨学金は原則として返還義務のない奨学金です。

日本学生支援債券ソーシャルボンド（2年債）は第二種奨学金の原資に充てさせていただい

ています。このソーシャルボンドを在学中の学資に充てさせていただき、学生の卒業時に財

政融資資金に借り換える仕組みになっています。

榎本理事長代理

次に、奨学金の実績をご説明します。貸与奨学金は、戦前からの82年で、合計で1,556万人

に対し、累計26兆円を貸与し、それを返還いただくことで次の世代の学生の奨学金に繋げて

います。2026年度は、高等教育機関で学ぶ学生の数は概ね360万人程度、そのうち第一種・

第二種合わせて110万人程度の利用が見込まれます。大体10人に3人、約30％の学生から

貸与奨学金の利用が見込まれます。2004年（平成16年）にJASSOが設立した際には、貸与割

合は20％台でしたから、相当の規模で拡大しています。給付奨学金、これは原則として返還

義務のないものですが、これは2017年に開始し、事業開始以来８年間で169万人に対して、

累計7,433億円を給付しています。

我が学園の学生も貴機構の奨学金の貸与を受けているものが一定程度おり、奨学金制度の

充実はこれからも必要になるものと考えております。また、我が学園独自の奨学金制度もあり、

いずれも返還不要のものとしております。また、今回の対談を迎えるにあたり改めて確認をし

たところ、当学園の大学生及び短大生の60％が貴機構の奨学金を利用しているとのことで、

改めてお世話になっていることに感謝申し上げます。

榎本理事長代理

小谷理事長

貴大学においても、奨学金の事務担当の方がいらっしゃると思いますが、給付型奨学金や多

子世帯向けの奨学金等の新たな制度も増えており、事務量の負担も増えてくる中でご対応い

ただいていることに感謝いたします。大学の事務担当部署と弊機構はオンラインで業務が繋

がっているものの、大学サイドにおいては学生一人一人に対応していく必要があり、大変なお

手間がかかっているかと思います。
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大学のキャンパスは、駅前と山のほうに分かれていますが、駅前のキャンパスに学生支援セ

ンターを設置して学生をサポートする窓口を一本化しました。奨学金の対応は深い知識が必

要となることから、習熟した担当者が対応することが、学生のサポートに繋がっていると考えて

おります。

SDGs貢献に向けた取り組み

陸前高田市
企画部企画政策課長
黒澤氏

奨学金制度の充実により、教育を受ける機会を提供するというのは、重要なことですね。それ

では四條畷学園に投資をいただきましたJASSOソーシャルボンドにつきまして、ご紹介いただ

けますでしょうか。

SDGsの目標の４番目に「質の高い教育をみんなに」があり、JASSOソーシャルボンドはこの達

成に貢献している数少ない銘柄というのが、ひとつ大きな特徴と考えます。また、国内債券市

場では、珍しい2年債として年4回、定例発行していることも特徴として挙げられます。格付に

ついても、日本国債と同水準の格付で安全に投資いただける商品であると考えています。

JASSOソーシャルファイナンス（ボンド及びローン）のフレームワークとしては、国際資本市場

協会が定めるソーシャルボンド原則等に基づき策定しています。投資家の皆様から投資いた

だいた資金は、その全額を奨学生の在学中の貸与のための財源としてのみ活用させていた

だいており、資金使途が明瞭ですので、投資いただく際にご理解いただきやすいものになっ

ていると考えています。 

JASSOがソーシャルボンドを発行する目的としては、できるだけ多くの投資家に裾野を広げて

いくこと、そして、中長期的な視点での安定調達を実現することがあります。あわせて、より多

くの方々にJASSOの社会的課題への取り組みや貢献をご理解いただくことも重要です。

JASSOがソーシャルボンドの発行を開始したのは2018年で、当時はまだSDGs債の黎明期で

したが、ESG投資のマーケットには今後さらに発展・拡大してもらいたいと感じており、自らも

ソーシャルボンドを供給することで、少しでもSDGs債の普及に弾みをつけていきたいと考えて

います。 

これまで、JASSOソーシャルボンドの発行を7年間実施してきており、四條畷学園様のように、

社会貢献に資する我々の事業内容をご支持いただける方々から投資表明を頂戴しています。

最近では、ESG投資に対する意識の広がりとともに、自治体や学校法人などのほか、事業会

社からも投資表明いただけるケースが増えています。直近の起債での投資表明の件数につ

いては、投資いただいた第80回債には1,000件を超えることとなりました。少しずつではありま

すが、より多くの方々へ投資の裾野を広げるという目標を達成しつつあり、引き続き、債券発

行を通じてJASSOの事業への賛同の輪を広げてまいりたいと考えています。

榎本理事長代理

小谷理事長

和田
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陸前高田市
企画部企画政策課長
黒澤氏

今回は、四條畷学園様が100周年を迎えられるとのことでエンゲージメント対談を設けさせて

いただきました。

よろしければ、それぞれの「これから」についてどのようにお考えかお聞かせいただけますで

しょうか。

「これから」について

和田

小谷理事長 「駅前キャンパスの一体化」により、「総合学園」としてのブランド力を高めつつ、「生涯学び続

けられる人材の育成」を行っていきます。デジタル社会の進展に対応しながらも、創立以来の

「人をつくる」「報恩感謝」という「原点」をより強固なものにし、生徒や卒業生がいつでも心に

立ち返ることができる場所を目指します。

榎本理事長代理 JASSOの事業は、今日ご紹介した奨学金事業のほか、留学生支援事業と学生生活支援の3

つの活動を担っています。いずれも教育機関にとって重要な取組であり、それらの充実に努

めてまいります。中でも、奨学金事業は、利用者の増加に伴い、学びを経済的に支えるため

の社会システムとして不可欠のものとなっており、その持続性を常に意識しながら、日々の業

務を積み重ねてまいります。教育は、国の根幹であり、国の、そして地域の発展に欠かせな

いものです。また、人材は、地域や国家にとどまらず、国際的に活躍していく観点からの育成

も大事となっています。JASSOとしては、我々の仕事の先に一人一人の学生・生徒のみなさん

の人生があることを胸に刻んで業務に臨んでまいります。

和田 本日は、大変有意義なエンゲージメント対談となりました。四條畷学園様、日本学生支援機

構様、本日は貴重なお時間を共有いただき、誠にありがとうございました。

SDGs債が日本において発行されるようになってから10年近くが経過しようとしていますが、

SDGs債に対する投資表明が定着してきたことで、投資家様と発行体様が、互いの事業内容

や社会的意義について対話する機会を持つことが増えてきております。弊社としては、発行

体様と投資家様をお繋ぎし、環境課題、社会的課題の改善に貢献するSDGs債のさらなる普

及に取り組んでいきたいと考えております。

以上
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陸前高田市
企画部企画政策課長
黒澤氏

四條畷学園校舎前にて

中央： 学校法人四條畷学園 理事長 小谷 明 氏

右： 独立行政法人日本学生支援機構 理事長代理 榎本 剛 氏

左： ＳＭＢＣ日興証券株式会社 公共法人部長 和田 祥美
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